
 
 

 
 

東京駅営業三科において、５月３日と４日に限り乗客（車椅子）担当

社員が遺失物担当の「日勤２」勤務に指定され、遺失物業務と乗客（車

椅子）業務を一勤務で兼務するという作業指示の問題で、新幹線地本は 4

月 30 日に緊急申し入れを行いました。 
 

 
 

同時に、現場ではＪＲ東海労組合員労と他労組の組合員が管理者に対

して、「そのような勤務指定はおかしい！」「兼務はやめろ！」と抗議を

しました。 

その結果、3 日の日勤は乗客（車椅子）業務のみに、4 日の日勤は遺失

物担当のみに従事するということになりました。会社の一方的な使い勝

手により一勤務で異なった二つの業務を兼任させるという思惑は頓挫し

ました。 
 

  
 

また５月１日より泊まり勤務の乗客担当社員は、朝起床後に休憩時間

中にも関わらず東京駅内勤へ確認の電話を入れ、さらに勤務開始５分前

に内勤へ立ち寄ることを作業指示とされた問題では、電話による起床確

認が解消されました。しかし、内勤へ立ち寄るというものは残っており、

今後も解消に向けて取り組んでいきます。 
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